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明融本と横山本の比較一
山　本　ト　シ＊
（1990年1月8日受理）
　源氏物語の伝本の三つの系統のうち，最も重要視され
ているのは青表紙本系統であるが，この系統の諸本は，
従来，現存する四帖を含む一種類の藤原定家書写の本を
源として伝写されたものと信じられてきた。しかし，近
年，片桐洋一氏1）によって，定家の源氏物語書写は，彼
の生涯の中で一回のみではなかったことが証明された。
片桐氏は，現存定家本以外の，定家が校訂した本の一つ
として，自筆本『奥入』に残る源氏物語巻末の本文を挙
げられ，それが現存定家本とは一致せず，横山本等の鎌
倉期古写本と一致する箇所があることを示されたのであ
る。
　片桐氏の論を承け，吉岡膿氏2）は，定家書写本の現存
する巻と，定家書写本を臨模した明融本の残る巻，計10
の巻について青表紙諸本間の異同を調査され，それぞれ
の巻における「別系」　（現存定家本以外の定家校訂本か
ら伝写されたと思われる本）を提示しておられる。吉岡
氏が調査された10巻，延べ58帖の中では，長い巻である
こともあって，若菜下巻の横山本が最も大きな異文数を
有し，吉岡氏は横山本をこの巻における別系とされてい
る。そこで私は，若菜下巻の横山本と明融本（この巻の
定家書写本は現存しない）の間の異文の実態が如何なる
ものであるか詳しく見てみたいと思う。
　調査の方針は次の通りである。
1．明融本と横山本の異同をr源氏物語大成』によって
　検索する。『源氏物語大成』において若菜下巻の青表
　紙本は，明融本，横山本の他，大島本，榊原家本，池
　田本，陽明家本，肖柏本，三条西家本が採択されてい
　る。明融本と横山本の異同を見る際には，この青表紙
　諸本の中の一本以上の支持がある異文に重点を置き，
　独自異文は後に考察する。これは上記吉岡論文の方法
　に従ったものである。3）なお，青表紙諸本の他，r源氏
　物語大成』所収の河内本と別本も参照する。
2．訂正のある個所は訂正後の形を採る。但し，片仮名
　や朱による訂正は後人の手になると考え，訂正前の形
　を採る。又，池田本は横山本と非常に密接な関係にあ
　ると思われるので，訂正前が横山本と同じであればそ
　れが本来の形と考え，訂正前の形を採る。
3．音便表記の違い，漢字表記と仮名表記の違い，同語
　と思われる語の表記の違い（「ゆるらか」と　「ゆるt・‘
　か」など）は異同と考えない。
　上記の方針によって検索すると，若菜下巻の明融本と
横山本の異同は250箇所ある。このうち明融本の独自異
文は5箇所，横山本の独自異文は40箇所，残りの205箇
所が明・横それぞれに他本の支持のある異同である。横
山本にとってこの他本とは殆どの場合池田本であって，
横山本と池田本のみの共通異文は，上記205箇所中，123
箇所にのぼる。
　私は，明融本と横山本の異同で，他本の支持のある205
箇所を，次のように分類した。
　A　明融本の方が良い
　B　横山本の方が良い
　C　どちらとも言えない
　Aは103箇所，Bは14箇所，　Cは85箇所である。この
他に，明・横以外の青表紙本が良いと思われるのが3箇
所ある。これらの異同を，考察を加えながら示してゆ
く。本文は明融本を掲げ，問題とする異同箇所に＿＿＿S。R
を付し，括弧内に諸本の異同を示す。異文に付す記号は
r源氏物語大成』に倣い，「。」は補入，「＿」はみせ
けち，「（）」は傍記である。青表紙諸本は上一字の略
号を使う。河内本は，御物本，七毫源氏，高松宮家本，
尾州家本，平瀬本，大島本，鳳来寺本，国冬本の七本が
r源氏物語大成』の校異に採択されているが，この中，
六本以上が一致した場合のみ「河」と記す。別本は保坂
本，阿里莫本が採択されているが，二本とも一致した場
合のみ「別」と記す。各例の末尾の数字は，前が『源氏
物語大成』の頁数の下3桁（例　125は1125頁のこと），
後が行数である。
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A　明融本の方が良い
　明融本と横山本の異文で，双方に一本以上の支持のあ
るもののうち，明融本の方が良い，或いは横山本は誤り
と判断した103箇所を掲げる。助詞，助動詞，敬語，そ
の他の語の異同の順に掲げる。
　o　からねこのこsのにたかへるさましてなん侍りし
　　（大陽榊肖三・河一同文，横池一こsに　127－8）
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　明融本の「こSの」の方が，ここ（東宮御所）の猫と
は別の猫が六条院にいたことがはっきりわかる。
　o　としことの春秋のかくらにかならすなかき世のい
　　のりをくはへたるくわんとも（大陽肖三・河別一同
　　文，横池榊一春秋135－11）
　「春秋の」なら「かくら」を修飾し，「春秋」なら「く
はへたる」を修飾する。源氏物語の「春秋」9例中，8
例までが「春秋の」の形であり，行事を修飾する例とし
て「春秋のみど経」，「春秋の行幸」があるので，ここも
「春秋のかくら」が良いと思う。
　o　さまさまの御ほうふくのこといもゐの御まうけの
　　しつらひなにくれとさまことにかはれることSもな
　　れは伏陽榊肖三・河別一同文，横池一さまさま
　　144－16）
　横山本に従うと「さまさま」は「さまことにかはれる」
にかかるが，これでは「なにくれと」と重複することに
なるので，「さまさまの」の方が良いと思う。
　o　秋のよのくまなき月にはようつのものとsこほり
　　なきに（三・河一同文，大陽榊肖一ようつのものs，
　　横池一ようつもの　155－7）
　横山本に従うと「ようつ」は連用修飾語ということに
なる。しかしこの語は「ようつの」「ようつに」の形で
用いられる場合が圧倒的に多く，次には「ようつ」単独
で体言として主語や目的語に使われることが多い。横山
本のような使い方はごく少ない。従ってここも用例の多
い「ようつの」が良いと思う。
　o下らうのかういはらにおはしましけれは（大陽榊
　　肖三・河別一同文，横一下らう，池一下らうに
　　172－4）
　「下らうわらはべ」「下らう女ばう」「下らうほふし」
「下らうさぶらひ」の語があるが，更衣については「下
らうの更衣たち」（桐壼5－3）の例があるので，明融本が
良いと、思う。
　o　きのふうたsねし給へりしおましのあたりを（大
　　陽榊肖三・河一同文，横池一昨日の　195－8）
　明融本の「きのふ」は「うたSねし給へりし」にかか
るが，横山本の「昨日の」は「おまし」にかかる。修飾
語と被修飾語が直続している前者の方が自然だろう。
　o　しはしかりそめに身をやつしけるむかしの世のを
　　こなひ人にやありけむ伏陽榊肖三・河一同文，横
　　池一しはしは136－2）
　助詞「は」は承ける語をとり立てて明示，強調する
（三省堂『例解古語辞典』）。ここは明石入道に対する源
氏の想像であるが，「しばし」の語を「は」によって強
調する必要はないように思う。
　o　大将もこゑいとすくれたまへる人にて（大陽榊肖
　　三・河一同文，tw－一一こゑは，池一こゑは　152－10）
　助詞「は」について松尾聡氏4》は，「他の事物を排斥
して，ある事物を判然と指定する意をもつ。」と述べて
おられる。横山本の「こゑは」だと，声だけが強調さ
れ，声以外のものはすぐれていないことをも言外に含ん
でいるように受けとれる。明融本などの「こゑ」とのみ
ある方が良いのではなかろうか。
　o　これよりおほけなき心はいかxはあらむ（大陽榊
　　肖三一同文，横池一いか）‘174－7）
　o　いつくにかはをかせ給てし伏陽榊肖，河一同文，
　　横池三一いつくにか　196－9）
　上の2例とも小侍従の言葉である。「は」のある明融
本の方が，前の例は反問，後の例は疑問の意が強く，こ
の場面における小侍従の気持ちをよく表している。
　o　春秋の行幸になむむかし思ひいてられ給事もまし
　　りける（大陽榊肖三・河一同文，横一行幸にも，池
　　一行幸にも　142－2）
　この文の前に「入道のみかとは御をこなひをいみしく
し給て内の御事をもきsいれ給はす」とある。朱雀帝は
春秋の行幸の際にのみ往時を思い出すのである。横山本
の「行幸にも」では，この記述と矛盾する。
　o　けにかsる御うしろみなくてはましていはけなく
　　おはします御ありさまかくれなからましと人々もみ
　　たてまつる（大陽肖三・河別一同文，横池榊一人々
　　148－3）
　前文には，女三宮について「いみじくかたなりにきひ
は」，「ほそくあえかにうつくしくのみみえたまふ」とあ
り，又「（源氏が）事にふれてをしへきこえたまふ」と
ある。それらを承けて上の文があり，女房たちの眼にも
女三宮の幼さが映る，というのだから，「人々も」の方
がよい。
　o　さらはかきりにこそはとおほしはつるあさましさ
　　になにことかはたくひあらむ（大陽榊肖三・河別一
　　同文，横池一なにことをかは　184－4）
　横山本の「を」は間投助詞ともとれるが，中古の間投
助詞「を」について松尾聡氏4｝は，連用の文節につき，
文の結びは願望，命令，決意などの表現となるのが普
通，と説いておられる。当例の結びは推量である。「を」
は彷字と考えるのが妥当ではなかろうか。
　o　なほこの道ははなれかたくて宮に御ふみこまやか
　　にてありけるを（大陽榊肖三・河別一同文，横池一
　　宮にも，208－6）
　宮以外の人に手紙をやったという記事はないので，
「宮に」が正しい。
　o　いかてさる山ふしのひしり心にかsることsもを
　　思ひよりけむ伏陽榊三・河別一同文，横池肖一事
　　とも　136－1）
　o　いとかたしけなかりける身のすくせの程を思ふ
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　　（大陽榊肖三・河一同文，横池一ほと　139－6）
　o　兵部卿宮の御ひわなとをこそこのころのめつらか
　　なるためしにひきいて侍めれ伏陽榊肖三・河一同
　　文，横池一なとこそ，156－11）
　o　大将のはs君をおさなかりしほとにみそめて（大
　　陽肖三・河別一同文，横池榊一はs君165－11）
　〇　二条の内侍のかむのきみをは猶たえす思ひいてき
　　こえ給へと伏陽榊肖三・河別一同文，横池一きみ
　　1ま　　203－14）
　上の5例は，明融本にある助詞「を」が横山本にはな
いものである。目的格を表す「を」は必ずしも使われな
くてよいが，上記5例の場合，「を」のある明融本の方
が目的語がよりはっきりする。特に後の2例は「を」が
ないと，目的語と主語を混同する恐れがある。
　o　人の御心もなくさみなむ程にを（大陽榊肖三・河
　　一同文，横池一をも　200－11）
　「なくさむ」　（四段動詞）は源氏物語に45例あり，す
べて自動詞として使われている。従ってここもr心」が
「なくさみ」の主語になっていると考えるべきであり，
「を」は不必要である。
　o　かたのことくなんいもゐの御はちまいるへきを御
　　賀なといへはことことしきやうなれと家におい5っ
　　るわらはへのかすおほくなりにけるを御らんせさせ
　　むとて伏陽榊肖三・河別一同文，横池一まいるへ
　　き213－14）
　この文の主文脈の意味を辿れば「形ばかり精進のお膳
をさし上げるべきですが，御賀だというので子供達の姿
を御覧に入れようと思って」ということになろう。「を」
は逆接の接続助詞としてこの文に不可欠と思う。
　o　女御のきみにもたいのうへにも琴はならはしたて
　　まつり給はさりけれは（大陽榊肖，河別一同文，横
　　三一きみも，池一きみにも　146－3）
　　　　　　　　　　　　o
　o　とあることかsることにうちなひき（大陽榊肖三
　　・河別一同文，横池一かsること　181－10）
　o　おほかたの人めにこそなへての人にはめてらるれ
　　（大陽榊肖三・河別一同文，横池一人めこそ　191－
　　5）
　上の三例は，明融本にある助詞「に」が横山本にない
ものである。いずれも「に」が必要な文である。
　o　ひかひかしきやうに院にもきこしめさむを（大陽
　　榊肖三一同文，横池・別一院も　213－3）
　「院」は源氏を指す。建物を貴人の尊称に使う場合，
普通は「に」が必要であろう。
　O　かの院はほとりのおほちまて人たちさはきたり
　　　（大陽榊肖三・河別一同文，横池一院には　183－13）
　この「院」は源氏その人を指すのではなく，源氏の邸
を指すので，「に」は必要ないと思う。
　o　心にまかせてかきたて給へる伏陽榊肖三・河別
　　一同文，横池一まかせ　157－1）
状態・動作の共存を表す「て」は必要だと思う。
　o　とし月にそへてくちおしくもつらくもむくつけく
　　もあはれにも色々にふかくおもふたまへまさるに
　　伏陽榊肖三・河別一同文，横池一そへ　177－11）
源氏物語中に「年月にそへて」は15例，「年月にそふ
る」は1例，すべて異文はない。「年月にそへ」は0。
類例が15ある「そへて」の明融本が良い。
　o　女宮をはかしこまりをきたるさまにもてなしきこ
　　えて（大陽榊肖三・河一同文，横一さまにて，池一
　　さまにて　182－11）
　横山本の「かしこまりをきたるさまにて」だと，柏木
の態度を言っていることになり，女三宮をどのように
「もてなし」たのかが表現されないことになってしま
う。
　O　けふはあをいうにすわうかさねかく人三十人今日
　　は白かさねをきたる（大陽榊肖三・河別一同文，横
　　池一一一一一すわうかさねて　216－5）
　「すわうかさね」は舞人の着る下襲の色目を言ってお
り，楽人の「白かさね」と対をなす記述だと思われるの
で，明融本が良い。
　o　かのありしねこをだにえてしかな思事かたらふへ
　　くはあらねとかたはらさひしきなくさめにもなつけ
　　むとおもふに（横一えてしかなと，池一えてしかな
　　と　129－6）
　　o　「かの」から「なつけむ」までをひとつづきの心内語
とする明融本の方が良い。
　O　けしきにてももりきかせ給事あらはとかしこまり
　　きこえ給しものを伏陽榊肖三・河一同文，横池一
　あらは196－14）
　「あらは」までが柏木の心中なので「と」がある明融
本が正しい。
　O　かうまてもいかてきこえしとおもへと伏陽榊肖
　　三・河別一同文，横一いかてか，池一いかて塗
　　209－5）
　横山本の「いかてか」は反語の意になることが多く，
明融本の「いかてきこえじ（何とか申し上げずにすませ
たい）」とは逆の意味になってしまう。ここには明融本
の意味がふさわしい。
　o　それさへそかたき事なりける伏陽榊肖三・河別
　　一同文，横池一と　126－11）
　横山本は明らかな欠陥本文である。
　o　はふりこかゆふうちまがひをく霜はけにいちしる
　　き神のしるしか伏陽榊肖三・河別一同文，横池一
　　は　　140－8）
　「はふりこがゆふ」の「が」は所有を表す9横山本の
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「は」では意味をなさない。
　o　あま君のおまへにもせんかうのおしきにあをにひ
　　のおもてをりてさうし物をまいるとて（大陽榊肖三
　　・河別一同文，横池一は　141－6）
　この文は，明石尼君に，他の方々と同様に食事が供さ
れたことを言っている。尼君にだけ浅香の折敷や青鈍の
表が出されたことに重点が置かれてはいない。明融本が
よいと思う。
　o　まことはさはかりよになき御ありさまをみたてま
　　つりなれ給へる御心に（大陽榊肖・河別一同文，横
　　池三一まことに　175－5）
　「まことに」だと，「よになき」にかかることになる
が，ここは，小侍従の怒りに押された柏木が前の大胆な
言葉を翻して，ささやかな望みを述べるところだから，
その発語として「まことは」がふさわしい。
　o　このころそ御心とsめてをしへきこえたまふ（大
　　陽榊肖三・河別一同文，横池一は　145－10）
　「そ」も「は」も「このころ」を強調しているという
点では同様だが，前に松尾氏の説明を引用したように，
「は」なら，他の事柄を排する気持がこもる。源氏はこ
れまで女三宮に熱心に教えていなかった，ということを
はっきり述べた文があれば「は」でもよいが，ないので
明融本等の「そ」が良いと思う。
　o　いみしくおほゆることそ人ににさせ給はさりける
　　（大陽榊肖三・河別一同文，横池一ことは　178－8）
　文の結びが連体形だから「そ」が正しい。
　o　みこたちはのとかにふた心なくてみ給はむをたに
　　こそはなやかならぬなくさめには思ふへけれと（大
　　陽榊肖三・河別一同文，横池一ぬ　132－8）
　o　ある世にかはらむ御ありさまのうしろめたさによ
　　りこそなからふれ（大陽榊肖三・河別一同文，横池
　　一ぬ　135－3）
　上の2例は，予想の助動詞「む」が，横山本では打消
の助動詞「ぬ」になったものである。rぬ」では文の意
味が通らない。
　o　このをりをさをさみsなれぬ手ともひき給らんを
　　ゆかしとおほして（大陽肖三一同文，横池・河一給
　　はん，榊一給へらん　146－4）
　横山本では未来推量の形になっているが，「このをり」
という現在を表す語があるので，明融本又は榊原本の現
在推量の形が良いと思う。
　o　かのこまかなりし返事はいとかくしもつsますか
　　よはし給らむかし（大陽榊肖三・河別一同文，横池
　　一給はん　211－2）
　「かのこまかなりし」は源氏がかつて見た柏木の艶書
を指す。艶書を見たのは六月，上の文は十月のことであ
るから，四ケ月も前の艶書への返事を，横山本のように
「かよはし給はんかし」と未来推量の形で言うのはおか
しい。明融本の現在推量の形であれば，源氏は女三宮が
日ごろ柏木への返事は気がねもなしにかよわしているの
だろうと想像している，と解することができる。
　o　いうになりにける御ことのねかな（大陽榊肖三・
　　河一同文，横池一なりける　152－7）
　　　　　きむ
　女三宮の琴を聞いての夕霧の心中。明融本の完了の助
　　　　　　　　　　　　いう
動詞「に」は，「すっかり優になった」というニュァン
スを含み，こちらの方がよいと思う。
　o　御こともおしやりてけうそくにおしかsり給へり
　　（大陽榊肖三・河一同文，横池一給へる　153－8）
　「おしかsり給へり」で終止すべき文と思われる。係
助詞はないので，横山本の「る（連体形）」ではなく，
明融本「り（終止形）」が正しい。
　o　けにのたまひつるやうに人よりことなるすくせも
　　ありける身なから伏陽榊肖三・河一同文，横一の
　　給へる，池一このs給え（つ）る　168－7）
　源氏が去った後，明石御方が源氏の言葉を思い出して
いるのだから，存続の「り」が用いられている横山本よ
り，完了の助動詞「つ」が用いられている明融本がよ
い。
　o　ひとりおほとのこもるよなよなおほく（大陽榊肖
　　三・河別一同文，横池一れる　173－3）
　習慣を言っているので，明融本がよい。
　O　御しとねのしたにさしはさみ給つ（大陽肖三・河
　　別一同文，横池一さしはさませ給つ，榊一さしはさ
　　みつ　194－3）
　横山本では「せ」が入っている。この前後の地の文で
女三宮に二重敬語は使われておらず，尊敬の「せ」とは
とれない。又，使役ともとれない。「せ」のない明融本
が良い。
　o　いといたくこそはつかしめられたれ（大陽榊三・
　　河一同文，横池一はつかしめたれ，肖一はつかしめ
　　られけれ　205－4）
　源氏の心内語。横山本に従うと「はつかしめ」の主語
である朧月夜への敬語が必要である。
　o　いとおしくおほしてこのころそ御心とsめてをし
　　へきこえたまふ（大陽榊肖・河一同文，横池三一お
　　ほえて　145－10）
　若菜下巻では源氏に対する敬語はほとんど省略されな
いので，「おほえて」より「おほして」がよい。
　o　たちならひさまたけきこえさせ給へき御身のおほ
　　えとやおほされし（大陽榊肖三一同文，横池一きこ
　　え給へき　174－1）
　明融本の「きこえさせ給」は「きこえさせ＋給」であ
り，「きこえ給」に比べて，動作の受手である源氏への敬
意が強い表現である。この場面で小侍従は柏木を軽んじ
一 40－一
ており，「きこえさせ給」という言い方は，彼女の，源氏
と柏木に対する敬意の差を表すのにふさわしいと思う。
　o　ねひまさり給にけりと御らんすはかりよういくは
　　へてみえたてまつりたまへと事にふれてをしへきこ
　　えたまふ伏陽榊肖三・河別一同文，横池一ねひま
　　さりにけり　148－1）
　o　御身つからのうへなれはおほししらすやあらむ
　　（大陽榊肖三・河一同文，横池一みつから　164－12）
　O　きし方の人の御うへすこしつSのたまひいてS
　　（大陽榊肖三・河一同文，横池一うへ　166－14）
　O　仏神にもこの御心はせのありかたくつみかろきさ
　　まを申あきらめさせたまふ（大榊肖三・河別一同
　　文，横池陽一心はせ　171－7）
　o　わかきみの御あやまちをしらぬ人はいふ（大陽榊
　　肖三・河一同文，横池一あやまち　193－10）
　上の5例は，明融本にある「御」，「給」の敬語が，横
山本にはないものである。5例とも，女三宮，紫上，六
条御息所などに関する語で，敬語は必要である。
　o　あはれなるゆめかたりもきこえさすへきを（大陽
　　榊肖三・河別一同文，横一御ゆめかたり，池一鯉ゆ
　　めかたり　180－6）
　柏木が自分の夢語りについて述べているのだから，敬
語があってはおかしい。
　o　あなかちになむつけたてまつらまほしきにやあら
　　む（大陽榊肖三・河別一同文，横池一つけまつら
　　202－2）
　「まつる」という謙譲の補助動詞は，平安朝には使わ
　れない。
　o　うれたくもいへるかな伏陽榊肖三一同文，横・
　　河一侍かな，池一侍（いへる）かな　125－1）
　柏木の心内語である。「侍り」は心内語には使わない。
横山本は，「い」を片仮名の「ハ」に誤ったのであろう。
　o　花のかけいとsたつことやすからて（大池榊肖三
　　・河別一同文，横陽一ナシ　125－12）
　o　かsる人のいとs世になからへて世のたのしひを
　　つくさはかたはらの人くるしからむ伏陽榊肖三一
　　同文，横池一ナシ　187－9）
　上の2例は，明融本にある「いとt・‘」が横山本にない
ものである。第一の例は「今日のみと春を思はぬときだ
にも立つことやすき花のかげかは」（古今・春下，躬恒）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つもごり
の引歌による表現。源氏物語のこの場面は三月晦日の日
なので，「今日のみと春を思はぬ」日と比べて一層，と
いう意の「いとど」がある方が良い。
　第二の例も，人柄のすばらしさの上に長命が加わるこ
とを意味する「いとど」のある方がよい。
　o　ひめ君の御おほえなとてかはかるくあらん（大陽
　　榊肖三・河別一同文，横池一ひめ宮　130－2）
　「ひめ君」とは真木柱のことを指しているので，「ひ
め宮」はおかしい。
　o　か5るあたりにてきs給はむことも心つかひせら
　　るへくなとおほす（大陽榊肖三・河一同文，横池一
　　なんと　132’4）
　o　わたくしさまに心をやりてのとかにすきまほしく
　　なむととしころおほしのたまはせつるを伏陽肖三
　　一同文，横池榊・河一なと　133－3）
　o　いとほしくくやしき事もおほくなんときし方の人
　　の御うへすこしつ）’・のたまひいてS（大陽榊肖三・
　　河別一同文，横池一なと　166－14）
　o　いとくるしくなむなとのたまへは（大肖三・河一
　　同文，榊一くるしうなん，横池一くるしく，陽一く
　　るしなむ　200－5）
　上の4例は，係助詞「なむ」に関する異同である。
「なむ」は会話に使われるのが普通であるが，第一の例
は横山本に従うと「おぼす」で承けとめられる心内語に
使われていることになってしまう。第二，三，四の例
は，明融本では「すきまほしくなむ」「おほくなん」「く
るしくなむ」と，会話の最後が「なむ」で終わり，それ
が「と」や「など」で承けられて地の文へ続いてゆく形
である。一方横山本だと「すきまほしく」「おほく」「
くるしく」で会話が終わり，「など」で承けとめられて
地の文へ続いてゆく。
　川越園子氏によれば5），鎌倉時代の初めには係助詞「な
む」は大体滅びたので，その頃書写された河内本には，
係助詞「なむ」を，完了の助動詞「ぬ」の未然形「な」
に予想の助動詞「む」が付いた「なむ」や，副助詞「な
ど」の接音化した「なんど」と間違えて写した箇所が多
くあるという。上の第二，三，四の例は横山本に従って
も文意は通るが，河内本の場合と同様，横山本の書写者
も係助詞「なむ」に対して無理解であったため，会話の
最後から地の文に移る「なむと」の部分を「なと」に変
えたり，「なむなど」の「なむ」を省いたりしてしまっ
たのではなかろうか。
　o　しけいさなとのうとうとしくおよひかたけなる御
　　心さまのあまりなるに（大陽榊肖三・河一同文，横
　　池一ことことしく　129－6）
　夕霧から見た淑景舎（明石姫君）の様子を言っている。
横山本の「ごとごとし」は，大がかりであること，仰々
しいことで，この文にあてはめた場合に意味不通ではな
いが，「うとうとし」には，親しかるべき近親者が疎遠
であることに用いた例が多数あり，こちらが正しいと思
われる。
　o　なさけなさけしう心ふかきさまにのたまひわたり
　　しをあえなくあはつけきやうにやきSおとし給けむ
　　（大陽榊肖三・河別一同文，横池一あやなく　132一
一 41－・
　　3）
　髪黒と結婚した後の玉蔓が，螢宮の思わくを付度する
心内語である。明融本の「あへなし」は，『岩波古語辞
典』によれば，「（今となっては）どうしようもない，（対
処しようにも手ごたえもなく）はりあいがない，あっけ
ない」等の意。横山本の「あやなし」は，「わけがわか
らない，意味がない，無考えである」等の意である。
熱心に求婚していた螢宮が玉婁の結婚を知った時の気持
ちとしては，「あへなし」がふさわしいのではなかろう
か。
　o　あえなくあはつけきやうにやきsおとし給けむ
　　伏榊肖三・河別一同文，横池一きSおとしめ，陽
　　一きs，132－3）
　源氏物語には，「きSおとす」も「きSおとしむ」も
当例以外にはない。「おとす（財）」は独立した動詞と
して8例，「いひおとす」「きこえおとす」「おもひお
とす」「おほしおとす」「みおとす」という複合動詞と
して36例ある。「おとしむ」は独立した動詞として12例
あるが，複合動詞としては「いひおとしむ」の1例しか
ない。複合動詞として用例の多い「きsおとす」が正し
いと思う。
　O　たSはしりかきたるおもむきのさえさえしくはか
　　はかしくほとけ神もきSいれ給へきことのはあきら
　　かなり（大陽榊肖三・河一同文，tw－一はつかしく，
　　池一はつ（かゆきて）かしく　135－14）
　漢文で書かれた願文についての評である。「さえさえ
し」，「はかはかし」という同趣の二語を並列させた，と
考えてよいのではないか。
　o　くはsりたるふたりなむ近衛つかさの名たかきか
　　きりをめしたりける（大陽三・別一同文，横池榊肖
　　・河一兵衛　136－14）
　住吉詣でに同道する楽人についての叙述である。和田
英松著『官職要解』に
　・近衛舎人ありけり，神楽舎人などにてあるにや，
　　　　　　　　　　　（ママ）
　　歌をぞいみじくよみけり。　（今昔物語）
　・　神楽は近衛舎人のしわざなり。　（続古事談）
という記事が紹介され，又，「舞人，楽人をもって（近
衛府の）将監以下に任じたのが多く，のちには音楽のほ
うが本務のようになった」とも述べてある。源氏物語松
風巻にも，
　・　近衛つかさの名高き舎人もの5ふしともなとさふ
　　らふにさうさうしけれはそのこまなと乱れあそひて
　　（596－12）
とあり，ここも「近衛」が正しいと思う。
　o　ましらはましもみくるしくや（大陽榊肖三・河一
　　同文，横池一みくるしや　141－12）
　仮想の助動詞「まし」に呼応する結びとしては，横山
本のような確定的な形ではなく，明融本の「みくるしく
や（「あらむ」が省略）」という推量の形が良い。
　○　あをにsやなきのかさみえひそめのあこめなと
　　（大陽榊肖・河一同文，横三一あをきに，池一あを
　　きにs　149－4）
　　o　　　　－
　「あをに」又は「あをき」は舞人の表着についての語
である。横山本の「あをき」は，源氏物語では，絵巻物
の表紙，色紙，造花の蓮，木の枝を修飾する語として用
いられており，表着について用いられたのは「あをきあ
かきしらつるはみ」　（藤裏ec1018－一一2）のみである。こ
の例の解釈については，古来不審とされている。表着の
色について「青色」は使うが，「あをし」の語は使わな
いと思われる。明融本の「あをに」は源氏物語にはここ
　　　　　　　　　　　かさね
1例だが，古語辞典には「襲の色目の名」とあり，表着
の色目についての語として適当と思う。
　o　春のそらのたとたとしきかすみのまよりおほろな
　　る月かけにしつかにふきあはせたるやうにはいかて
　　か（大陽榊肖三・河別一同文，横池一花　155－9）
　ここは夕霧が琴笛の響きについて，秋と春を対照的に
論じている箇所であるから，少し前にある「秋のよの」
に対して「春のそらの」と，「春」という季節をはっき
り表現した明融本の方が良いと思う。この文の直前に
は，秋の花について「花のつゆにも色々めうつろひ心ち
りて」と述べており，横山本の「花のそら」では，どの
季節の空について言っているのかはっきりしない。
　〇三宮いまよりけしきありてみえたまふを（榊・河
　　一同文，大横陽肖・別一二宮，池一三（二）宮　159－
　　9）
　「けしき」は，琴の才がありそうな様子を言う。二宮
に関する記事はここの他に若菜下，横笛，匂宮，蜻蛉巻
にあるが，音楽の才能に触れたものはない。三宮（匂宮）
については，紅梅巻で大納言が琴について語る言葉の中
に「源中納言，兵部卿宮，何ごとも昔の人に劣るまじう
いと契りことにものしたまふ人々にて，遊びの方はとり
分きて心とどめたまへるを」とある。琴の技量について
触れた記事が後の巻にある「三宮」がよいのではなかろ
うか。
　o　いまの世のおほえありさまきしかたにたくひすく
　　なくなむありける（大陽榊肖三・河別一同文，横池
　　一なく　164－1）
　源氏が自分の栄耀を言うのに，たぐいが「ない」とい
うより，「少ない」という控えめな言い方の方が自然だ
ろう。
　o　むねふたかりておほしをほほる〉，‘を（大榊三一同
　　文，横池陽一おほしおほるs，肖一おほさるs　178
　　－14）
　「おほる」は蜻蛉巻に「水におほれ」の1例があるの
一 42－一
み。「おほほる」は源氏物語中に複合語を含めて11例，
「おほほる」が「おほる」となる校異はない。ここも明
融本の「おほしをほほる」でよいと思う。
　o　みかとの御めをもとりあやまちて（大陽榊肖三・
　　河一同文，横一もとより，池一もとより　181－一一5）
　「もとより」という副詞は，「もとよりあつしくおは
します」　（若菜上1025－1），「中納言はもとよりまめ人に
て」（同1032－11）などの用例に見られるように，継続的
な状態や性情を言う時に使う。それに対して「あやま
つ」は，むしろ短期間，短時間のうちになす動作を言う
動詞である。「もとより」と「あやまつ」の取り合わせ
はおかしいのではないか。
　o　かはかりおほえむことゆゑはみのいたつらになら
　　むくるしくおほゆまししかいちしるきつみにはあた
　　らすとも（大陽榊肖三・河別一同文，横一おほゆま
　　しきか，池一おほゆる（ましき）か　181－7）
　横山本では意味が通らない。
　o　かしらよりまことにくろけふりをたてsいみしき
　　心を＞hLこしてかちしたてまつる（大陽榊肖三・河一
　　同文，横一ことに・池一曹ことに　184－9）
　験者が懸命に加持をする様子。頭から黒煙を立てるな
ど普通にはあり得ないことだから，「まことに」がよい。
　o　物の心くるしさをえみすくさてつゐにあらはれぬ
　　ることさらにしられしと思つる物を伏陽榊肖三・
　　河一同文，横池一みすくさて　185－6）
　引用部分の後半「さらにしられじと思ひつるものを」
から考えて，「え……で」という不可能の意のある明融
本が良い。
　o　けふのかへさみにいて給ひけるかむたちめなと
　　伏陽榊肖三・河別一同文，横池一かの，187－5）
　前に「まつりのひなとは」　（1182－9）とあり，「けふ
のかへさ」は，賀茂祭翌日の斎王の帰還を意味する。
「かの」は何を指すか明らかでなく，不必要な語ではな
いだろうか。
　O　式部卿宮もわたり給ていといたくおほしほれたる
　　さまにてそいり給（大陽榊肖三・河別一同文，横一
　　まいり，池一まいり　188－3）
　明融本の「いり」は建物内に入ることを言うのだろ
う。「まいり」だと，前にある「わたり」と重複する。
　o　ひめ宮はあやしかりしことをおほしなけきしより
　　やかてれいのさまにもおはせすなやましくし給へと
　　　伏陽榊肖三・河別一同文，横池一れいさま　191－
　　1）
　横山本の「れいさま」は，明石中宮が匂宮に言う言葉
「御心につきておぽす人あらばこsにまいらせてれいさ
まにのとやかにもてなし給へ」（総角1643－11）に1例あ
るのみである。明融本の「れいのさま」は源氏物語に4
例，すべて否定を表す語と共に用いられて常の健康状態
ではないことを意味する。ここは女三宮が懐妊したこと
を言っており，用例にてらして「れいのさま」は適切な
語句である。
　o　かくいとおしき御身のためも人のためもいみしき
　　ことにもあるかな（大陽榊肖三・河一同文，横池一
　　ナシ　202－4）
　「人のためも」を除くと，その前の「御身のためも」
の「も」がなぜ使われているのかわからなくなる。この
「も」は付加の意であり，次に「人のためも」があるか
らこそ使われているのである。
　o　心つよからぬあやまちはしいつるなりけり（大陽
　　榊肖三・河別一同文，横池一しつる　203－4）
　一般論を言っているのだから，「しつる」はおかしい。
　O　ゑかうにはあまねきかとにてもいかSは伏陽榊
　　・河別一同文，横池一かこと，肖三一かた　205－1）
　「あまねきかと」とは，法華経にある「普門」を和語
にしたものであり，明融本が良い。
　o　心くるしき御せうそこにまろこそいとくるしけれ
　　伏陽榊肖三・河別一同文，横池陽一まつ　208－14）
　あなた（女三宮）宛の手紙だが，あなたより私（源
氏）の方が苦しい，という意味の文である。「まろ」が
正しい。
　o　れいのやうにこまやかにもあらてやうやうすへり
　　いてぬ（大陽榊肖三・河別一同文，横池一こまか
　　215－14）
　「こまやか」と「こまか」は似た場面で使われること
もあるが，「こまか」が，事が詳細にわたることである
のに対し，「こまやか」は，通い合う情が濃いことを意
味するようである。普段の源氏は柏木に眼をかけていた
のであるから，試楽のこの日，「こまごました話もしな
いで」と言うより，「愛情のこもった話もしないで」と
いう表現の方が適当ではなかろうか。明融本等の「こま
やかに」の方が良いと思う。
　o　御賀なといへはことことしきやうなれと家におい
　　sつるわらはへのかすおほくなりにけるを御らんせ
　　させむとてまいなとならはしはしめしその事をたに
　　はたさむとて（大榊肖三・河一同文，横陽一はじ
　　め，池一はしめし　214－2）
　　　　　　　　　o
　「はじめし」の「し」は，「御賀など～はじめ」全体
を受けとめる大切な語であり，「その事」とは，「し」
によって統括された「御賀など～はじめし」を指してい
る。「し」がないと「その事」が何を指すのかはっきり
しないし，冗長な文になってしまうと思う。猶，「ごと
ごとしきやうなれど」は挿入句である。
　O　たかきいへのこにてかたちおかしけにかしつきい
　　てたる思ひなしもやむことなし（大陽榊肖三・河一
一 43．一
　　同文，横一おかし，池一おかしけに　216－14）
　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o
　「思ひなし」とは，高い家柄の子と思う，その「思ひ
なし」のことである。横山本だと「おかし」で文が切
れ，「たかきいへのこにて」と「思ひなし」の語が二文
に分かれることになり，この関係が明らかでなくなって
しまう。
　o　なかく世に侍りてかひなき身のほともすこしひと
　　sひとしくなるけちめをもや御覧せらるsとこそお
　　もふ給つれいといみしくかくさへなり待へれは伏
　　榊肖三・河一同文，陽一なり侍つれは，横池一侍へ
　　れは　219－6）
長生きをし，人並みに出世したところを見てもらいた
いと思っていたのに，という意の文が前半にあるのだか
ら，状態が変化したことを表す動詞「なり」があった方
がよい。又『岩波古語辞典』によれば，動詞「成る」は，
「つ」「ぬ」二つの完了助動詞のうち，「ぬ」だけが承
けるという。従って，陽明文庫本の「なり侍つれは」の
「つ」は「へ」を誤ったのだと思われ，明融本等が良
い。
　o　さるなからひといふなかにも心かはしてねんこう
　　なれは（大陽榊肖三・河別一同文，横池一事　126－
　　5）
　o　かへるなみにきほふもくちおしく（大陽榊肖三・
　　河別一同文，横一かへるなみた，池一かへるなみた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　　　　　－
　　141－2）
　o　いにしへより人のわきかねたることをすゑの世に
　　くたれる人のえあきらめはつましくこそ（大陽榊肖
　　三・河別一同文，横池一すくれたる　155－14）
　o　むかしよりかくいのちもたふましく思ふことを
　　（大陽榊肖三・河別一同文，横池一たゆ　172－14）
　o　女御かういといへと（大陽榊肖三・河別一同文，
　　横池一女院　198－10）
上の5例は，明融本の語が横山本では別の語になって
いるものであるが，いずれも横山本では意味が通らない。
　o　かたきことなりかし（大陽榊肖三・河別，横一か
　　たこと，池一かたいこと　141－11）
　　　　　　　　　　o
　o　いとかしこくとtSのひてこそ侍りつれ（大陽榊肖
　　三・河別一同文，横池一こと　157－2）
　o　いとよくわきまへたまへるをいとうつくしくおも
　　たE・・しく思ひきこえ給（大陽肖三・河別一同文，横
　　池一うつくしおもたsしく，榊一うつくしうおもた
　　sしう　16－010）
　o　おのつからせさせてむ伏陽榊肖三・河別一同文，
　　ma－一せさてむ，池一せさて5，ん　163－11）
　o　ひsとひそひおはして伏陽榊肖三・河別一同文，
　　横池一日sとい　169－4）
　o　いまはをこたりはて給にたる御あつかひに心をい
　　れ給へること伏陽榊肖三・河別一同文，St－一一いれ
　　たまつる，池一いれ給つる　197－7）
　上の6例の横山本は，誤字又は脱字のための欠陥本文
である。
B　横山本の方がよい
　他の青表紙本の支持のある，明融本と横山本の異同の
うち，横山本の方がよいと判断されたのは，次の14箇所
である。
　o　ひめ宮の御方に侍ねこそいとみえぬやうなるかほ
　　しておかしうはへしか（三一同文，大横池陽榊肖・
　　河別一ねここそ　127－6）
　文の結びが巳然形だから，助詞「こそ」を使った横山
本等が正しい。
　o　えしもいひすへし給はておはしましそめぬ（大陽
　　榊池肖・河一同文，横三・別一すくし　131－1）
　『大成』の索引では「いひすへす」は当例のみ，「い
ひすくす」はない。「すべす」の複合語は「ぬきすべす」
4例，「まぎらはしすべす」1例がある。前者は唐衣，
薄衣などを脱ぐこと，後者は衣を音をたてないようにそ
っとぬくことであり，「すべす」は衣をぬぐ意と思われ
る。一方，「すぐす」の複合語は「えりすぐす」「おも
ひすぐす」「ききすぐす」「知りすぐす」「たのみすぐ
す」　「なかめすぐす」　「みすぐす」「みききすぐす」等，
多数があり，「……すぐす」は「……して過ごす」又は
「……してそのままにして過ごす」の意と思われる。当
例は，前に「このわたりに気色ばみ寄り給へれば」とあ
るのを承けて，「えいひすぐし給はで」　（求愛のそぶり
をみせてそのままにしておくこともできないで）と言う
のであろう。「すくし」が良いと思う。
　o　わたくしさまに心をやりてのとかにすきまほしく
　　なむととしころおほしのたまはせつるを　伏一同
　　文，横池陽榊肖三・河別一すくさまほしく，133－3）
　人が時を過ごす，暮らす意には，「すぐ」ではなく
「すぐす」を使うから，明・大以外の「すくさまほしく」
が正しいと思う。薄雲巻にも，冷泉帝が退位を希望して
「いまは心やすきさまにてもすくさまほしくなむ」（622
－5）と述べるところがある。
　o　みことにうちあはせたるひやうしも（陽一同文，
　　大横池榊肖三・河一こと　138－3）
　住吉社頭の神楽なので「み」という敬語が付いたとも
考えられるが，この場面，他の楽器は「ふえ」「ひやう
し」「つsみ」と敬語がないので，ここも「こと」が良
いと思う。
　O　山あゐにすれるたけのふしは松のみとりにみえま
　　かひかさしの色々は秋のくさにことなるけちめわか
　　れて（大一同文，横池陽榊肖三・河別一かさしのは
一 44一
　　な　138－6）
　「かさし」だけでも髪や冠に挿す草木や花を意味する
ので明融本でもよいが，この前後には「たけのふし」
「松のみとり」「秋のくさ」という，細部に及んだ表現
があるので，これらに釣り合う言い方としては「かさし
のはな」が良いと思う。
　o　あるましくおほけなき心ちなどはさらにものし給
　　はす（大一同文，横池榊陽肖三・河別一心　155－3）
　『岩波古語辞典』では「ここち」を説明して「類義語
ココロが積極的に対象に向う意向・意志などの働きに中
心があるのに対して，事態からその場で受ける気分・感
じ」とある。「おほけなし」は人間の心の働きを形容す
る語であるから，人間の感情面を言う「ここち」より
「こころ」と結びつくのが自然だと思う。源氏物語に
「おほけなき心」は10例あるが，「おほけなきここち」
は当例以外にない。
　o　えあきらめははつましくこそ（大一同文，横池陽
　　肖三・河一えあきらめ・榊一をあきらめ　155－14）
　「はつ」という動詞が他の動詞の連用形について，そ
の動作が終極に達する意を表す時には，助詞「は」を介
さないのが普通と思う。
　o　をもしとみれとをのつからをこたるけちめあらは
　　たのもしきを（大一同文，横池陽榊肖三・河別一あ
　　るは　169－9）
　「あらば」という仮定条件に呼応する結びは，「たの
もしからむ」などの推量形であろう。「たのもしき」に
対しては，「あるは」の方がよい。
　o　つゆにても御心ゆるしたふさまなとはそれにかへ
　　つるにてもすて侍なまし（大一同文，横池陽榊肖三
　　・河別一ならは　179－12）
　明融本では意味が通じない。
　o　人の御せうそこもえ申つたへたまはす（大榊一同
　　文，横池陽肖三一人々の　188－3）
　紫上の死の知らせに実父の式部卿宮が，悲嘆の余り・
人から託された見舞の挨拶を伝えることができない・と
いう文である。宮は複数の人から託されたのであろうか
ら「人々」が良いのではなかろうか。別本は「人々も」，
河内本は「人々も御せうそこともえ申つたへたまはす」
とあり，共に「人々」が使ってある。
　o　この君のいとさしもしたしからぬまsはsの御こ
　　とをいたく心しめたまへるかな（大一同文，横池陽
　　榊肖三・別一に，188－11）
　源氏物語中で「心」と「しむ」が共に使われる形とし
ては，「（……に）心をしむ」7例，「（……を）心にし
む」7例，「（……に）心しむ」4例，「しめたる心」，
「心もしむ」各1例がある。
　r心」の後に付く助言として「に」，「を」があるわけ
だが，rに」は略されることが極めて少ないのに対し，
「を」は，本来の日本語は目的格には助詞を要しなかっ
たため，省かれることがよくある。だから，当例も含め
て5例の「心しむ」にもし助詞を補うとすれば，「心を
しむ」となるだろう。すると，当例の「御こと」の後の
助詞は「に」が良いことになる。
　o　かくとしもせめつれはえ思ひのことくしあへて
　　伏一同文，横池陽榊肖三，河別一ことくも　213－
　　13）
　『岩波古語辞典』によれば，助詞「も」は承ける語を
不確実なものとして扱うので，否定文の場合は全面的な
否定になるという。ここは源氏の謙辞だから「思い通り
にはとてもできなくて」という全面的な否定がふさわし
い。従って「も」のある横山本等の方が良い。
　o　かほの色たがふらむとおほえて御いらへもとみに
　　きこえす（三・河一同文，大陽榊肖一とみにえきこ
　　えす，横一とみにもえきこえす，池一とみに主（え）
　　きこえ給はす214－5）
　　　　　o　o
　源氏からやさしく言葉をかけられた柏木が，心理的に
は窮地に立っている場面である。明融本でも誤りではな
いが，応答しようとしてもできない，という意の「え…
…ず」の形を持つ横山本や大島本等の方が良いと思う。
池田本で補入されている「給は」は，このあたり柏木に
敬語は使われていないので，不必要である。
　o　つりとのにつsきたるらうをかく所にて（大一同
　　文，横池陽榊肖三・河別一にして　216－7）
　横山本等の言い方が正しい。
　今まで，他の一本以上の支持のある，明・横の異文の
うち，明融本が良いもの，横山本がよいものを挙げたが，
明・横以外の本が良いと思われるものが3箇所あるので
挙げておく。
　○　人よりはこまかにおほしとsめたる御けしきのあ
　　はれになつかしきを（大一同文，陽榊肖三・河一こ
　　まやかに，横池一まめやかに　201－7）
　「まめやかに」は「まじめに」「真顔で」「真剣に」
「実直に」等の意であり，源氏の柏木に対する様子を言
うこの場合には適当でない。「こまか」と「こまやか」
は似た場面に使われることもあるが，「こまか」は事が
細部にわたること，詳細なことであり，「こまやか」は
愛情が濃密であることを意味するようである。すると・
この場合に最も適当なのは，陽明家本等の「こまやか」
であると思う。
　o　大将の御ないしのすけはらの二らう君（陽肖一同
　　文，大・河一御子のないしのすけはら，横一御ない
　　しすけはら，榊一御ないし△けはら・池一御｝ない
　　しすけはら，216－14）　（△は虫損）
　横山本，榊原本，池田本の「ないしすけ」は「ないし
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のすけ」の誤りだろう。「御」という敬語は「ないしの
すけ」にかかるのはおかしく，「子」があるべきだろう。
ここと同じ典侍が生んだ夕霧の子女は，他の箇所で次の
ように表現されている。
　・　大将の御こ内侍のすけはらのくはへて三人（若菜
　　下1144－10）
　・　内侍はらのきんたちしもなんかたちおかしう心は
　　せありて（夕霧1375－11）
　・　内侍のすけ腹の六の君とかいとすくれておかしけ
　　に（匂宮1349－10）
　第一例は特に当例と似ており，当例も大島本の「御子
のないしのすけはら」が正しいと思う。
　次の例は，明融本，横山本それぞれに誤りではないが，
他本の本文がより良いと思われるもの。
　o　わさとらうたくせさせたまふ御心にてくはしくと
　　はせ給伏一同文，榊陽肖三一ねこわさと，横池一
　　ねこのわさと，河一ねこはわさと　127－7）
　前後に「ねこ」の語があるので，明・大の「わさと」
だけでもわかるのだが，「らうたくせさせたまふ」対象
である「ねこ」という語を，ここに改めて出すことは必
要であると思う。明・大以外の青表紙本，河内本すべて
に「ねこ」の語があり，明・大はこれが脱落したとも考
えられる。横山本「ねこの」の「の」は，「を」の用法
に近い「の」とも考えられるが，松尾氏4）によれば「こ
うした用例は，そうむやみとあるものではな」いという
ことである。結局，榊原本などの「ねこわさと」が本来
の形だったのではなかろうか。
　以上見てきたように，明融本以外が良いと判定したの
は計17箇所であるが，このうち14箇所は，明融本と青表
紙本の他の一本のみが共通する，いわば明融本の準独自
異文である。その，他の一本とは，11箇所までが大島本
である。
C　判　定不能
　「判定不能」とは，明・横どちらの本文でもよいと思
われたもの，又は，どちらがよいか判定できなかったも
のである。このグループの85異文のうち，45は横・池の
みの共通異文である。
　このグループは数が多いので，今までより簡略な形で
用例を掲げる。括弧内には，異文を持つ本とその本文の
みを記し，同文のものは省略する。又，河内本と別本に
ついても触れない。説明も省略する。
　o　おもむきのさえさえしく（横一ナシ，池一の　135
　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　－13）
　o　しものいとこちたくをきて　（横池一ナシ　139－
　　12）
o　まつりのこころ（横一まつり心，池一まつり（神）
J亡、　140－4）
o　おほかたのけはひのいかめしくけたかきことさへ
いとならひなし（横池榊一ナシ　149－5）
o　御ことのねのいてはへしたりしも面目ありて（横
池一ナシ　163－1）
o　みちの程の心もとなきに（横一みちのほとも，池
一道程，三一みちのほとの　183－12）
　　　　　　　　　　　　o
O　このつみのかろむはかりのわさ（横池榊陽肖三一
　ナシ　186－11）
o　院のわたらせ給ことも（横池榊一ナシ　191－8）
o　おりおりのありしはや（横池一ナシ　192－8）
o　かの宮のなやましけにおはすらむに（横池一ナシ
O
O
O
O
o
199－12）
おほよそ人（横池一おほよその人200－7）
心地すれは（横池一心地の　201・－12）
にくき心のぞはぬにしもあらさりし（横池一ナシ
203－7）
思ふ心のあるにや（横池一ナシ　212－14）
みこたちにこそはみせたてまつらめ（横池榊一ナ
　シ130－11）
O　わらはへはかたちすくれたる四人（横池一ナシ
148－10）
O　かきたて給へるはいとことにものし給へ（横池一
　ナシ　157－1）
o　その方人にすくれたりけるすくせとは（横榊陽肖
一そのかたは，池一そのかたは　164－10）
　　　　　　　　　　　　　o
o　したの心わすられす（横池一心は　172－7）
o　宮つきせすわりなきことにおほしたり（横池榊陽
　肖三一宮は　191－3）
o　なやみ給なるさまはくはしくきsしのちねんすの
ついてにも思ひやらるSはいかS（横池一給なるさ
ま，榊一給さま　208－8）
o　いかてかはおほしとsまらむ（横池一ナシ　221－
3）
o　かのはしめの北の方をもsてはなれはてs（横池
一ナシ　129－8）
o　かすしらす（横池一かすも　140－9）
o　いっれともなきを（横池三一いつれと　160－－13）
o　まほならねと（横池一まほならねとも　167－4）
o　かsるおもひもつきそめたるなりけり（横陽一思
　ひ172－11）
o　もの査いはむとし給へと（横池榊一ナシ　180－5）
o　すこしをうかに（横池一すこしも　200－－2）
oあさゆふす〉，・みもなきこうなれと（横一ナシ，池
一
も　201－6）
　　e
o　世のうしろみにをき給へる（横一うしろみにも，
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池一うしろみにも　209－14）
　　　　　　　　o
o　人のうらみをもしらす（横池榊一ナシ　166－12）
o　もやのみすおろして（横池一みすを　213－4）
o　御きちやうはかりをへたてt，・（横榊一ナシ，池は
脱文　219－2）
o　ものなとをさらにまいらさりけるに（横池三一ナ
　シ　220－6）
o　しはのふはかりに（横池一ナシ　137－8）
o　あたりにsほひみちたる心地して（横池一ナシ
153－13）
o　いとうつくしくふきたてsせちに心いれたる（横
池一こころに　160－11）
o　ねふたくなりにたらむに（横池一ナシ　160－12）
O　女のためはさらにもいはす（横一には，池一には
181－3）
o　うちなかめかちにのみおはします（横池一にて
132－12）
o　あいきやうつきてりむの手なとすへてさらにいと
かとある御ことのねなり（横池陽榊三一ナシ　160－
4
）
o　をしへきこゆる事なともなく（tw－一なくて，池一
なくて162－13）
○　このしかくによりそえしつめはてsわたり給へる
　（横池一よりてそ，大一よりて　212－5）
　　　　　　　　　　　　　a
o　ひさしの中の御さうしをはなちてこなたかなたみ
木ちやうはかりをけちめにて中のまは院のおはしま
すへきおましよそひたり（横一こなたかなたと，池
一
こなたかなたと　149－7）
o　ものにひきいるsやうにみえ給（横池陽榊肖三一
　やうにそ　220－8）
o　うとき人のいるへきやうもなきを（横陽一やう
　は，池一やうも（は）151－4）
o　つみをもき心もさらに侍るまし（横池一は　177－
14）
o　いさsかまとろむともなきゆめに（横池一としも
178－11）
o　けしきもしり給はぬも（横池一を182－7）
o　いとわかくて院にもひきわかれたてまつりたまひ
　しかは（横陽榊三一給にしかは，池一給にしかは
145－2）
o　きむはかりはひきとり給つらむ（大横池三一へ
145－4）
o　かすsくなくなりためるを（横池陽一なりにため
るを　156－3）
o　おほかたにてうちたのまむにもいとかしこかりし
人を（横池三一うちたのむにも　163－12）
o　いとたとしへなきうらなさをいかに見給らんとつ
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　5ましけれと（横一み給つらん，池一み給つらん
167－6）
o　なほかの下の心わすられす（横池一わすれす，榊
一
わすられす，陽肖一わすれぬ　172－7）
　　　　o
o　かの院のこといてsねんごろにきこえ給ふに（横
池陽榊肖三一給はん　174－1）
o　けふのかへさみにいて給ひけるかむたちめ（横池
一
給にける　187－6）
o　あはれなる御すくせにそありける（横一あはれな
　りける，池一あはれなりける　191－7）
o　かくかさねてのたまへれは（横池一の給へは　213
一
3）
o　さうのことは女御の御つまをとはいとらうたけに
なつかしく（横池一御こと　160－1）
o　いみしく御心をつくし給御事にうちそへて（横池
一一
）d、　181－14）
O　御かたはらにそひゐてなみたおしのこひ給ひつts
　（横池陽榊肖三一そひゐ給て　189－12）
o　心の中にあなかちにおこかましくかつはおほゆる
にこれをたつねとりて（横池陽榊肖一おほゆつゐに，
大一おほゆるつゐに　128－7）
o　おほしのたまひて（横池陽肖三一の給へし　133－
9）
o　すみの江の松に夜ふかくをく霜は（横池一すみよ
　し　140－3）
o　かく年月にそへて（横池一ナシ　142－6）
o　わたり給ことやうやうひとしきやうになりゆく
　（横一ほとに，池一程（やう）に，榊一やうも
142－11）
o　さるへきおりもわたりまうてたまふたいのうへに
も御たいめむありて（横池陽榊肖一まうて給つs，
三一給つs　143－9）
o　あそひたえす（横池陽榊三一たえすあり　147－3）
o　さうの御ことはゆるふとなけれと（横池一ゆるう
149－14）
o　なと思ひつsけて（横池一と　168－9）
o　はやくまいりたまひね（横池一はやとく，肖一は
や　　170－11）
o　なと仏神にも（横池一と　171－7）
o　そのめのとのあねそかのかんの君の御めのとなり
けれは（横榊一ナシ，陽一この　172－9）
o　かみほとけ（横大一仏神　175－9）
o　かのおほえなかりしみすのつまをねこのつなひき
たりしゆふへのこともきこえいてたり（横一なをか
の，池一猶かの　179－2）
o　さふらふかきり我もをくれたてまつらしとまとふ
さまともかきりなし（横池榊一も　184－2）
o　ゆめ御宮つかへのほとに人ときしろひそねむ心つ
かひたまふな（横榊一ゆめゆめ，池一ゆめゆめ　186
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　0
－
14）
o　衛門督きのふくらしかたかりしを思ひて（横池陽
肖三一きのふいと，榊一昨日はいと　187－12）
o　をとなひたる人めして（横榊肖三一めしいてs，
池一めしいてtS　193－3）
o　としころへぬる人々たにもさることなきを（横一
人に，池一人々に　193－5）
　　　　　　　o　　
o　けに下らうなりともおなしことふかきところ侍ら
む（横一ナシ，池一けに　214－11）
　　　　　　　　　　o　　o
o　いとなつかしくのたまひつくるを（横池一一ナシ，
　肖一いと　215－12）
　　　o　　o
o　れいのいとおとろおとろしきゑひにもあらぬを
　（横池一ナシ　218－4）
　次に，明融本と横山本の，それぞれの独自異文につい
て触れておきたい。
　明融本の独自異文は次の5箇所である。
　O　いとかくさやかにかくへしや（大横池陽榊肖三・
　　河一さやかには　197－12）
　この例のみ，どちらの本文でも良いと思う。
　〇　二月十よ日とさためたまひてかくにんまひ人なと
　　まいりつsあそひたえす（大横池陽榊肖三・河別一
　　御あそひ147－2）
　六条院における奏楽なので敬語が必要だろう。
　o　こことみれと御ありさまにsたる人はなかりけり
　　（大横池陽榊肖三・河別一ここら　167－11）
　「ここと」では文の意味不明。
　○　女のためはさらにもいはすわが心ちにもいとある
　　ましきこと（大横池陽榊肖三・河一御ため　181－3）
　「女」とは女三宮を指しているので敬語が必要。
　o　院のわたらせ給こともいとたまさかになるをつふ
　　やきうらみたてまつる伏横池榊肖・河別一たまさ
　　かなるを，陽一たまさかなるをと，三一たまさかな
　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　るをと　191－8）
　この文の時点の以前から院（源氏）の訪れは間遠なの
で，「たまさかになる」という明融本の本文はおかしい。
又，陽明家本，三条西家本に従うと，「を」まで女房た
ちの言葉になり，「を」の後に省略を考えなくてはなら
ない。が，源氏の訪れが間遠であること自体が女房達の
不満なのだから，「院の……を」を女房の言葉と考える
のは適当でない。結局，大島本，横山本等が良い。
　上に見た通り，明融本の独自異文5箇所のうち，明融
本と他本のどちらでも良いのは1箇所のみで，4箇所は
明融本の本文は誤りと考えられる。
　横山本の独自異文は40箇所ある。そのうち26箇所は，
何らかの理由によって，横山本が誤りと判定できる。残
りの14箇所は，横山本が誤りと断定はできないが，複数
の支持のある明融本を捨てて横山本を採る必要のある箇
所はないと思う。
四
　これまで検討したところでは，横山本は明融本との間
に異文を多く持つが，他本の支持のある異文の6割が横
山本と池田本のみの共通異文であり，しかも，横山本と
明融本の本文を比較すると，明融本が正しいと判定でき
る場合の方が断然多い。若菜下の横山本が明融本との間
に異文を多く持つのは，現存定家本以外の定家校訂本の
流れを汲むためというより，誤写が多いためと考えた方
がよいようである。若菜下の明融本は，横山本に比して
格段に良質の伝本と言えるわけだが，明融本をテキスト
として採用する場合，これまでに検討した他に，明融本
と横山本が一致して他本と対立する箇所も検討する必要
がある。そのような箇所は76あり，このうち，明・横以
外の他本が良いと判断したのは次の3箇所である。
　o　しらへいてsおかしきほとにかきあはせはかりひ
　　きてまいらせたまひつ（横池一同文，大陽榊肖三・
　　河別一しらへはてs　151－9）
　「しらべ」は楽器の調子を整えることである。「しら
べいつ」も「しらべはつ」も当例以外にはないが，この
文の内容から言って，「しらへはてs」　（琴の調子を合
わせ終わって）が正しいと思う。明融本，横山本は片仮
名の「ハ」を「い」と誤ったのであろう。
　o　身つからの心にはなにはかりおほしまよふへきに
　　はあらねと（大横榊・河一同文，池一おほし（もひ）
　　まよふ，陽三一思ひまよふ，肖一思ひまとふ　209－
　　14）
　女三宮に対する源氏の詞。「おほしまよふ」の主語は
源氏自身なので，敬語を使うのはおかしい。又，「まよ
ふ」は，布，髪，霧，雲，車の往来などに使い，人間に
ついては「まとふ」を使うことが多い。源氏物語に「お
もひまとふ」　「おぼしまとふ」は合わせて32例あるが，
「おほしまよふ」「おもひまよふ」はここの1例のみで
ある。従って肖柏本の「思ひまとふ」が正しいと思う。
　o　ことなくてすくすへきひは心のとかにあいなたの
　　みして（横池一同文，大一すくすへきひ比，榊一す
　　くす月（へき）日ころ，陽一すくへき日，肖一すく
　　　　　　　　　　o　　c
　　すへき比，三一すくへき比218－9）
　青表紙本にはすべて助動詞「べし」があるが，この
「べし」は，この語の意として普通説かれている，予想，
当然，意志，義務，可能等のどの意もあてはまらないよ
うに思う。ここに「べし」があるのは不適当なのではな
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かろうか。榊原本の訂正前，及び河内本の5本（御物本，
高松宮家本，尾州家本，平瀬本，国冬本は「すくす月日」
である。これが正しく，青表紙諸本は「つきひ」の「つ」
を「へ」に誤ったのではなかろうか。ある期間を意味す
る「月日」の方が，この文にふさわしいと思う。
　二，明融本は横山本よりはるかに良質の本文を持つ
が，独自異文5箇所のうち4箇所，準独自異文21箇所の
うち14箇所，及び横山本と同文のうちの3箇所，計21箇
所は、明融本の本文を他本によって訂正すべきと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　以上で明融本と横山本の比較を中心とした若菜下巻本
文の検討を終わるが，最後に本稿で指摘し得たことをま
とめておく。
　一，明融本と横山本との間には異文が多いが，他の青
表紙本の支持を受ける異文について，次のような特徴を
挙げることができる。
　1．　明融本と横山本の異文の6割は，横山本と池田本
　　のみが一致する異文である。
　2．明融本と横山本の異文のほとんどは1，2字の相
　　異である。
　3．明融本が良いと判定される異文が103であるのに
　　対し，横山本が良いと判定される異文は僅か14であ
　　る。しかも横山本が良いと判定されるもののほとん
　　どは，明融本の準独自異文（他の青表紙本の一本の
　　みと一致するもの）である。
　以上のことから考えると，明融本と横山本との間に，
他の青表紙本の支持を受ける異文が多いのは，横山本に
誤写が多いため，及び池田本が横山本と密接な関係にあ
るためであって，横山本が明融本の祖本とは別種の定家
校訂本から伝写されたためとは言えないように思う。
注
1）片桐洋一「もう一つの定家本r源氏物語』」　（「中古
　文学」昭和55年10．月）
2）吉岡瞳「青表紙諸本の系統　上・下」（「文学」昭和
　61年7月，10月）
3）注2の吉岡論文の調査の方針の一つとして「取り上
　げる異文は二本以上の共通異文のみとし，一本のみの
独自異文は省略する。これは必ずしも煩預を避けるた
　めの処置ではなく，誤写その他の偶然による異文排除
　して，より明快に異同状況を把捉提示するための方法
　的処置である。但し独自異文も必要に応じて取り上げ
　る。」とある。妥当な処置と思い，本稿でもこれに従
　ったのである。
4）松尾聡r古典解釈のための国文法入門』　（研究社）
5）丸谷才一・大野晋r日本語で一一番大事なもの』　（中
　央公論社）
本稿が成るにあたっては，吉岡瞳先生の御教示を賜り
ました。記して感謝の意を表します。
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